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プログラムの作り方を学ぶ方法には、

さまざまなものがあります。ホームペ

ージのデザインでスクリプトに手を染

める人もいれば、Visual BasicやJBuil

derのようなビジュアルな開発ツールを

使ってはじめてのプログラムを作る人

もいます。

いずれの方法でプログラミングを始

め、どのようなツールを使って開発し

ても、それで当初の目的を果たせれば、

どのような方法を使おうと間違いでは

ない、といえるでしょう。しかし、将

来にわたって使える技術として、また、

応用の効くスキルとしてプログラミン

グを身につけたければ、スクリプトの

構文やビジュアル開発ツールの操作方

法を学ぶだけでは不十分です。大規模

なソフトウェア開発を視野に入れて設

計された、本格的なプログラミング言

語を使って、本格的なプログラミング

テクニックを一度基礎からマスターし

ておく必要があります。

現在と将来のプログラミングを考え

る際に、無視できないもうひとつの点

は、「ハードウェアと、通信や映像など

を含めた周辺技術が飛躍的に発展した

ため、ソフトウェアが扱う対象が複雑

で大規模になっている」ということで

す。この問題を解決するための現実的

で実績のある方法は、現在のところ、

オブジェクト指向プログラミング以外

にはありません。いいかえれば、本格

的なプログラミング言語を使ってオブ

ジェクト指向プログラミングをマスタ

ーしておけば、この先、何がどのよう

に変わろうとも、らくに対処できると

いうことです。

オブジェクト指向プログラミングに

なじみがない人は、オブジェクト指向

の本格的なプログラミング言語という

と、なんだかとても難しそうだな、と

感じるかもしません。実際、高度な研

究レベルや開発現場の最先端では、高

度で専門的な知識と経験に加えて独創

的なアイデアが要求される場合もあり

ます。しかし、プログラミングにおけ

るオブジェクト指向のアプローチの基
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利用して解説していますが、C#Builder、
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コンパイラならすべて利用できます）。
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本的な考え方はきわめて単純です。ま

た、現在ではほとんどの分野でオブジ

ェクトとしてのソフトウェアコンポー

ネントが実際に使われています。その

ため、スクリプト言語やビジュアル開

発ツールを使って現実にオブジェクト

を扱っていながら、そのことを意識し

ていない人も少なくありません（図1）。

オブジェクトはそれほど使いやすい

ものであり、オブジェクト指向のアプ

ローチは現実に深く広く浸透していま

す。

このような時代にオブジェクト指向

プログラミングを本格的にマスターす

れば、さまざまな面で役立ち有利に活

用できるようになりますが、そのため

に必要なことは、難しい理論や特殊な

ツール、特別な言語を学ぶことではあ

りません。オブジェクト指向のアプロ

ーチを前提として、標準的なプログラ

ミングの基本をゼロから学ぶ（あるい

は初心に帰って学び直してみる）こと

が必要です。

さあ、気楽に、楽しく、しかも本格

的なプログラミング言語を使って本格

的なプログラミングテクニックを基礎

からマスターしましょう。

本格的なプログラミングを基礎から

マスターするために、ここではC#と

.NET Frameworkを使います。

C#は、Visual Studio .NETにも含ま

れているプログラム開発用の言語（プ

ログラミング言語）のひとつです。

.NET FrameworkはWindows上で実行

されるプログラムの実行環境や部品を

提供する、“共通言語ランタイム”と

“一連のクラスライブラリ”です。

このプログラミング言語としてのC#

と.NET Frameworkを使って、実際に

動作するプログラムを作ります（図2）。

最初に、C#の開発環境を準備する必

要があります。ここでは、誰でも無償

で手軽に入手できる.NET Framework

ウィンドウ＝オブジェクト

「保存」ダイアログ＝オブジェクト

コマンドのボタン＝オブジェクト

なんたらかんたら、あーしてこーし
て、それからどうなった。

（文書ドキュメント＝オブジェクト）

図1：さまざまなオブジェクト
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図2：プログラミング言語としてのC#と.NET
Framework

C#とVisual C# .NET

C#とVisual C# .NETとは、混同されたり、同じ意味で使われることがあります。

しかし、C#はプログラミング言語であり、Visual C# .NETはC#言語の開発ツール

ですから、厳密にはC#とVisual C# .NETが表わすものは異なります。C#はプログ

ラミング言語ですから、それだけでは「フォームにコンポーネントを配置してプログ

ラムを完成させることができる」というようなビジュアルな開発ツールではありませ

ん。しかし、プログラミング言語としてのC#はVisual C# .NETで使用するC#と同

じです。ですから、C#と.NET Framework SDKを組み合わせて使うことで、Visual

C# .NETで開発できるようなGUIプログラムを作成することもできます。
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